
定禅寺通エリアの特徴を生かしたまちづくり
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豊かに暮らせる
西エリア
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定禅寺通エリアは、都心にありながら緑溢れる希少なエリアであり、ケヤキ並木の成長とともに市民
活動・市民協働が育まれてきました。こうした個性をさらに高めていくために、ケヤキ並木から連想
される「サスティナブル」や「エコロジー」などの社会的テーマを意識したまちづくりを進めます。
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晩翠通の西側は、西公園や広瀬川とともに落ち着
いた雰囲気で、個性的なお店が集まっています。
近年は周辺も含めマンション建設が進み、子育て
世帯が増加しています。こうした特徴を生かして
「豊かに暮らせる西エリア」を意識したまちづく
りを進めます。【#コミュニティ #子育て世帯】

晩翠通の東側は、東北最大の歓楽街・国分町
があり、3万人を超える従業者が毎日通う官
庁・オフィス街を抱えています。こうした多
くの交流人口が集まる特徴を生かして「24時
間楽しめる東エリア」を意識したまちづくり
を進めます。【#ナイトタイム #ワーカー】

定禅寺通エリアは、個性ある地域やゾーンで構成される多様性あるエリアであり、
その個性を生かしたまちづくりに取り組みます。

つなぎ横丁
周辺ゾーン
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24時間楽しめる
東エリア

西公園や広瀬川
とのつながり
を強化

西公園SL広場
周辺ゾーン

一番町四丁目商店街～
市民広場～本庁舎低層部

とのつながり
を強化
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文化交流・市民活動の拠点となる定禅寺通エリアにおいて、クリエイティブな活動がさ
らに展開されていくために、エリア両端の「つなぎ横丁周辺ゾーン」と「西公園SL広場
周辺ゾーン」を重点ゾーンと位置づけ、新たな挑戦が生まれるパブリックスペースとし
て積極的に活用していきます。【#クリエイティブ #チャレンジしたい人】



2030年までには実現したい空間イメージ❶
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イベント時には木製の遊具等
を置き多様な活動を誘発

テーブルやベンチとしても
利用できるツリーサークル

様々な出店やパフォーマンス等の場となる
キューブ（木製の路上貸し出し空間）

イスやテーブルを置いて憩いの空間づくり

休日には軒先を貸し出し、
いつもと違ったサービスを提供

�P��M���A",��3JE2�GB:F ＜解説編＞
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天気や季節に左右されずケヤキ並木を楽しめる
歩道部分ににじみ出たカフェ等のテラス席

上層階テナント等やチャレンジショップ等が
出店可能な路上の常設コンテナ

快適に歩き回るための
十分な歩行空間

街に開かれた
ビュースポット

街のイメージを一体的にする
連続したオーニングや色彩

���H<9� $V*3)�]Z_^�TMGS ＜解説編＞
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2030年までには実現したい空間イメージ❸
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こだわりの料理が楽しめる
屋外レストラン

偶然に訪れた人でも
立ち寄りやすい設え

非日常感を演出する音楽DJや
映像VJによるライブ
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2030年までには実現したい空間イメージ❹
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民地スペースと道路空間
が一体となった利活用

回遊動線を意識した
出店ブース等の配置

本庁舎〜商店街の賑わいを連続させる
つなぎ横丁の歩行者天国

歩行者天国に合わせた勾当台公園
でのイベントの同時開催

歩道を活用した
アート企画の開催



2030年までには実現したい空間イメージ❺
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2030年までには実現したい道路空間の考え方
l 「2030年までには実現したい空間イメージ」を実現化するためには、官民連携による取り組みが不可欠です。

l 仙台市をはじめとした関係行政機関には、ハード（公共空間整備）とソフト（各種制度活用）の両面から、公共空間利活用の日常
化に向けた施策展開を期待します。特に道路空間については、定禅寺通活性化検討会での議論や市民参加型シンポジウムでの意
見、大規模社会実験の検証結果などをふまえ、「ひと中心の空間づくり」に向けたファーストステップとして、下記のような考え
方により定禅寺通を再整備することを強く望みます。

ケヤキ並木
lシンボルであるケヤキ並木を継承し、各ケヤキの生育状況に応じた保全管理を行う。

車道
l 片側１車線削減を基本に、歩道拡
幅などの道路空間再配分を行う。

l 沿道の状況に応じて、公共交通や
タクシー、物流車両等の必要なス
ペース・仕組みを整える。

歩行者空間
（歩道+中央緑道）

l ひと（歩行、滞在、利活用など）
の安全性を最優先とする。

l 利活用しやすい空間とインフラ設
備（上下水道、電気など）、南
北・東西の行き来しやすい環境を
整備する。

自転車走行空間
l 自転車交通ルール（歩道での「押
しチャリ」マナーなど）の周知、
啓発を行うとともに、自転車専用
通行帯の設置など自転車が走行し
やすい環境を整える。

全体的な道路構造
l 段差等による分断が少ないなど、柔軟な利活用が可能となる空間を整備する。
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４つのエリアブランディング戦略

��

�「コンベクション戦略」
で回遊性・界隈性をアップグレード！

エリアに対流と滞留（コンベクション）を生み出し
「回遊」を創り出します

��

�「プロモーション戦略」
でエリアの発信力をアップグレード！

エリアの取組を一体的に発信（プロモーション）し
定禅寺通エリアの価値を磨き広く訴求します

��

�「グランドレベル戦略」
でメインストリートをアップグレード！

定禅寺通の「みち」と「たてもの」の関係（グラン
ドレベル）を『ひと』を中心に再構築します

��

�「イノベーション戦略」
で施設や場所の力をアップグレード！

エリア内の新陳代謝（イノベーション）を高め
投資機会や経済活動を活発化させます

目指す街の姿の実現と「ひと中心の空間づくり」を進めるために、
４つのエリアブランディング戦略を掲げ、官民連携によるまちづくりを進めます。
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グランド
レベル
戦略

定禅寺通の
「みち」と「たてもの」

の関係を
『ひと』を中心に
再構築します

戦略に基づくプロジェクトメニュー
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PJ. 4 B��$.23"�C�?	@��
n ðß3Ăß'&)�|~v{,ILMPLBêë3�k~ÉÚ)dß~v<�Å�r
ý��KW^_GFZLR�Óx>S_MÚ<Ý¡ÀæÔ(k��8

n 	pÙ
	oÙ
(-�;��wi�HM\�MUY�GLB3HM\�MQ=O�
�ö����'&�<´²�8

n �ëÎ%ă���ÌÉ�u�3N>MJ>V?DOU�<´²�8

「文化」を
創造し
続ける街
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「出逢」が
広がる街

メインストリートを
アップグレード！

�
※プロジェクトメニューについては、それぞれの主体が具体の内容や時期、ターゲットなどを設定しながら取り組んでいきます。
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エリア内の
新陳代謝を高め
投資機会や
経済活動を
活発化させます
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「価値」を
高め合う街

「文化」を
創造し
続ける街

「出逢」が
広がる街

イノベー
シ ョ ン
戦 略
施設や場所の力を
アップグレード！

�
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※プロジェクトメニューについては、それぞれの主体が具体の内容や時期、ターゲットなどを設定しながら取り組んでいきます。
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エリアに
対流と滞留を
生み出し
「回遊」を
創り出します
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「価値」を
高め合う街

「文化」を
創造し
続ける街

「出逢」が
広がる街

コンベク
シ ョ ン
戦 略
回遊性・界隈性を
アップグレード！
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※プロジェクトメニューについては、それぞれの主体が具体の内容や時期、ターゲットなどを設定しながら取り組んでいきます。
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エリアの取組を
一体的に発信し
エリアの価値を磨き
広く訴求します
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「価値」を
高め合う街

「文化」を
創造し
続ける街

「出逢」が
広がる街

プロモー
シ ョ ン
戦 略
エリアの発信力を
アップグレード！
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※プロジェクトメニューについては、それぞれの主体が具体の内容や時期、ターゲットなどを設定しながら取り組んでいきます。

#�*�.���0�����aD3��S?bN+*-��q¶,Â��"ft -�7MF=b,4$'�T]bO-l®3CbIUN9�±�7MF=bÓ¤
��/���syÆ¢3°wsy,Ãn9��+�)�$"��¡)-²Ø
xª9Ñ����Ê
���� %.���©m¾+�)��cÍ	 �,�¡,�7��9³��ud���sy,Ãn9��+�4�,�+�5ÔÒ�'���)
�-�&"�(0� �°e,��7Õ�+sy3°e-l®9d�
��� 7"1-��Ï
�|�
°~�»,47�¬¶+�¥0



エリアマネジメント 持続的なまちづくりの取組体制について

【エリアマネジメント推進体制の必要性】
このビジョンの実現のためには、
l エリア全体のまちづくりの方針（本ビジョンやエリアでの取組

みなど）について、地域の関係者が意見を出し合いながら合意形
成を行い、共有する体制が必要【合意形成組織】

l まちづくりの方針に基づき、長期的な視点を持ちつつ、社会や環
境の変化にも対応しながら持続的かつ柔軟・迅速に取り組んでい
く体制が必要【実行組織】

【まちづくり会社の役割】

l 個別の事業者等では担うことが難しい公益的・共益的なまちづく
り事業を主体的に実施すること【まちづくり実行機能】

l 多様な主体のまちづくりへの参画によるエリア活力の向上に向け、
そのまちづくり活動を促進するために必要な中間支援を行うこと
【中間支援機能】

まちづくり方針の決定
＜協議会形式（任意団体）＞
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公益的事業等の実施・中間支援
＜まちづくり会社（法人）＞

�!3�2'�����+�5D���
�&��� $	'�����"�

���
��

合意形成組織

実行組織

地域住民・ワーカー
市民・ファンなど
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まちづくりの方針を決定・評価する「合意形成組織」とまちづくりの
方針に基づいた事業を実施する「実行組織（まちづくり会社）」が両
輪で進める体制が有効

Ø 地域の合意形成や行政との調整・連携が必要である公共空間・公共施
設を利活用したまちづくり事業の実施

Ø エリア全体のブランディングにつながる情報発信や地域課題解決の取
り組み（防災・環境分野） など
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❶ ＜主体・体制＞合意形成組織・実行組織を中心に、沿道事業者や市内外事業者も
参画できる枠組み
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❷＜制度・計画＞多様な制度や計画等を活用し官民連携を加速
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❸ ＜事業・取組＞受益と負担の関係を再構築しながら、４つのエリアブランディン
グ戦略に基づいた事業にチャレンジ
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エリアマネジメント エリアマネジメントの行動方針について

主体・体制

事業・取組制度・計画

三位一体で
エリア

マネジメント
を推進

私たちが目指す街の姿を実現するため、３つの行動方針でまちづくりを進めます。
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